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橋下徹大阪市長「米軍の風俗業活用を」はいかなる文脈で発言されたのか 
（2013 年 5 月 13 日） 
 
大阪市長・橋下徹氏ぶらさがり取材全文文字起こし 
 
 
現在、物議を醸している橋下徹大阪市長の「米軍の風俗業の活用を」といった発言は、一

体どのような文脈でなされたものなのか。ぶらさがり取材の全文文字起こしを緊急掲載す

る。（編集部註：一部文章を整えています） 
 
 
登庁時ぶらさがり取材  
 
―― おはようございます。 
 
橋下 おはようございます。 
 
―― 日経新聞さんを拝見しますと、参院選の公約素案がでていましたが、これは協議さ

れたのか、あるいは？？？（聞き取れず）。 
 
まだです。これからきちんと政調会で中身をつめていきますので、ええ。 
 
―― 長距離弾道ミサイルの研究開発？？？（聞き取れず） 
 
まだ聴いていませんのでこれから。今週末くらいに政調会である程度方向性をあわせて行

くそういう会議をやりますので。 
 
―― とりあえず検討の対象になりうるという。 
 
まあ、いろいろな議題をテーブルにあげるのはあたりまえのことではないですか？ それ

をみんなで議論してどうするか決めればいいですから。 
 
  



―― 村山談話ですが、自民党の高市さんが侵略という言葉はどうかと批判的なことをお

っしゃっていましたが、安倍首相も侵略についてはっきりと？？？（聞き取れず）ですが、

植民地支配と侵略をお詫びするという村山談話については。 
 
侵略の定義については学術上きちんと定義がないことは安倍首相が言われている通りです。 
 
第二次世界大戦後、事後的に、国連で安保理が、侵略かどうかを最後に判定するという枠

組みが決まりましたけれども。侵略とはなにかという定義がないことは確かなのですが、

日本は敗戦国ですから。戦争をやって負けたんですね。そのときに戦勝国サイド、連合国

サイドからすればね、その事実というものは曲げることはできないでしょうね。その評価

についてはね。ですから学術上さだまっていなくてもそれは敗戦の結果として侵略だとい

うことはしっかりと受け止めなくてはいけないと思いますね。 
 
実際に多大な苦痛と損害を周辺諸国に与えたことは間違いないですからその事実はしっか

りと受け止めなくてはならなないと思います。その点についても反省とお詫びというもの

はしなくてはいけない。 
 
またこの立場はずっと週刊朝日や朝日新聞にたいして言い続けていますけども、自らの一

方当事者が「もう終わりだ、終わりだ」といって時間を区切って終わりにすることができ

ないんですね。 
 
それは時間が解決する、ようは相手方がある程度納得するまでの期間、時間的な経過が必

要であることはまちがいないです。だから、戦後 60 年経ったんだから、70 年経ったんだか

ら、全部ちゃらにしてくれよってことを当事者サイドがいうことではないです。 
 
これは第三国がね、まあアメリカや連合国の方が、また、まあアメリカもそりゃ損害はあ

ったんでしょうけど、それでも第三者的な立場の国がね、「もういいんじゃないの」ってい

うのは、まあそれはいいんでしょうけど。当事者である日本サイドの方が「もう 60 年経っ

たんだから、70 年経ったんだから、もうちゃらだよ」っていうのは、これは違うと思いま

すね。 
 
ただ事実と違うことでね、我が日本国が不当に侮辱を受けているようなことに関しては、

しっかり主張はしなくては行けないと思っています。だから敗戦国として受け入れなけれ

ばいけない、喧嘩っていうはそういうことですよ、負けたんですから。 
 
  



だからそれは当時の為政者に重大な責任があるわけです。負けたんだったらね、そりゃ負

けたらね、そりゃいろんなことを……我慢ならんことだってねいろいろ言われることもあ

るけれども、負けたってことはそういうことなんです。だから負けるような戦争なんかや

っちゃいけないんです。そもそも戦争なんかやっちゃいけないけれども。だから負けたっ

てことをすぐさま捨て去れるような、そんな甘いものじゃないですね、けんかをやったっ

てことは。 
 
ただね、事実としては言うべき事はいって行かなくちゃ行けないと思っていますから。僕

は、従軍慰安婦問題だってね、慰安婦の方に対しては優しい言葉をしっかりかけなきゃい

けないし、優しい気持ちで接しなければいけない。意に反してそういう職業に就いたとい

うことであれば、そのことについては配慮しなければいけませんが。 
 
しかし、なぜ、日本の従軍慰安婦問題だけが世界的に取り上げられるかというと、その当

時、慰安婦制度っていうのは世界各国の軍は持っていたんですよ。これはね、いいことと

は言いませんけど、当時はそういうもんだったんです。ところが、なぜ欧米の方で、日本

のいわゆる慰安婦問題だけが取り上げられたかというと、日本はレイプ国家だと。無理矢

理国を挙げてね、強制的に意に反して慰安婦を拉致してですね、そういう職に就職業に付

かせたと。 
 
レイプ国家だというところで世界は非難してるんだっていうところを、もっと日本人は世

界にどういう風に見られているか認識しなければいけないんです。慰安婦制度が無かった

とはいいませんし、軍が管理していたことも間違いないです。ただ、それは当時の世界の

状況としては、軍がそういう制度を持っていたのも厳然たる事実です。だってそれはね、

朝鮮戦争の時だって、ベトナム戦争だってそういう制度はあったんですから、第二次世界

大戦後。 
 
でもなぜ日本のいわゆる従軍慰安婦問題だけが世界的に取り上げられるかというと、日本

は軍を使ってね、国家としてレイプをやっていたんだというところがね、ものすごい批判

をうけているわけです。 
 
僕はね、その点については、違うところは違うと言っていかなければならないと思います

ね。ただ意に反して慰安婦になってしまった方はね、それは戦争の悲劇の結果でもあるわ

けで、戦争についての責任はね、我が日本国にもあるわけですから。そのことに関しては、

心情をしっかりと理解して、優しく配慮していくことが必要だと思いますけど。しかし、

違うことは違うって言わなきゃいけませんね。 
 



それから戦争責任の問題だって敗戦国だから、やっぱり負けたということで受け止めなき

ゃいけないことはいっぱいありますけど、その当時ね、世界の状況を見てみれば、アメリ

カだって欧米各国だって、植民地政策をやっていたんです。 
 
だからといって日本国の行為を正当化しませんけれども、世界もそういう状況だったと。

そういう中で日本は戦争に踏み切って負けてしまった。そこは戦勝国としてはぜったい日

本のね、負けの事実、悪の事実ということは、戦勝国としては絶対に譲れないところだろ

うし、負けた以上はそこは受け入れなきゃいけないところもあるでしょうけど。 
 
ただ、違うところは違う。世界の状況は植民地政策をやっていて、日本の行動だけが原因

ではないかもしれないけれど、第二次世界大戦がひとつの契機としてアジアのいろんな諸

国が独立していったというのも事実なんです。そういうこともしっかり言うべきところは

言わなきゃいけないけれども、ただ、負けたという事実だったり、世界全体で見て、侵略

と植民政策というものが非難されて、アジアの諸国のみなさんに多大な苦痛と損害を与え

て、お詫びと反省をしなければいけない。その事実はしっかりと受け止めなけれないけな

いと思いますね。 
 
日本の政治家のメッセージの出し方の悪いところは、歴史問題について、謝るとこは謝っ

て、言うべきところは言う。こういうところができないところですね。一方のスタンスで

は、言うべきとこも言わない。全部言われっぱなしで、すべて言われっぱなしっていうひ

とつの立場。もう一つは事実全部を認めないという立場。あまりにも両極端すぎますね。 
 
認めるところは認めて、やっぱり違うところは違う。世界の当時の状況はどうだったのか

という、近現代史をもうちょっと勉強して、慰安婦っていうことをバーンと聞くとね、と

んでもない悪いことをやっていたとおもうかもしれないけど、当時の歴史をちょっと調べ

てみたらね、日本国軍だけじゃなくて、いろんな軍で慰安婦制度ってのを活用してたわけ

なんです。 
 
そりゃそうですよ、あれだけ銃弾の雨嵐のごとく飛び交う中で、命かけてそこを走ってい

くときに、そりゃ精神的に高ぶっている集団、やっぱりどこかで休息じゃないけども、そ

ういうことをさせてあげようと思ったら、慰安婦制度ってのは必要だということは誰だっ

てわかるわけです。ただそこで、日本国が欧米諸国でどういう風に見られてるかというと、

これはやっぱりね、韓国とかいろんなところの宣伝効果があって、レイプ国家だって見ら

れてしまっているところ。ここが一番問題だからそこはやっぱり違うんだったら違うと。 
 
  



証拠が出てきたらね、それは認めなきゃいけないけれども、今のところ 2007 年の閣議決定

では、そういう証拠はないという状況になっています。先日、また安倍政権で新しい証拠

が出てくる可能性があると閣議決定したから、もしかすると、強制的に暴行脅迫をして慰

安婦を拉致したという証拠が出てくる可能性があると。もしかするといいきれない状況が

出てきたのかもわかりませんが、ただ今のところ、日本政府自体が暴行脅迫をして女性を

拉致したという事実は今のところ証拠に裏付けられていませんから、そこはしっかり言っ

てかなければいけないと思いますよ。 
 
ただ意に反して慰安婦になった方に対しては、配慮しなければいけないと思います。認め

るところは認めて、謝るところは謝って、負けた以上は潔くしないと。自民党だって、す

ぐ武士精神とか武士道とかもちだすのに、負けたのにぐちゃぐちゃいったってしょうがな

いですよ。負けちゃったんですから。そこは潔く認めて。 
 
ただ、いわれなき事実・根拠のない評価については言うべきところは言う。世界の当時の

状況はどうだったのか、それも前面に持ちだしてね。当時植民地政策っていうものがあっ

た。あったんだけれども、日本は戦争して負けてしまった。その中で損害と苦痛を与えて

しまったことについてどう評価するのかとういうことは、真摯に考えなきゃいけないし、

反省するところは反省しなければいけないと思いますね。 
 
―― 先程の政策の話に戻ってしまうのですが、政策協議、今週来週でとのことですが、

エネルギー戦略会議の最終報告は一応今月末ということです。 
 
ああ、そうですか 
 
―― エネルギーについては参考にするということ、最終報告については……。 
 
そうですね。 
 
―― もう少し……。 
 
まああとで参議院の公約に追加してもいいんじゃないですか。でももうね、今日も朝ツイ

ッターで書こうと思ったけれど、朝日と毎日もやめたほうがいいですよ。くだらない市民

運動的な原発運動ゼロ話は。 
 
  
 



もうもんじゅも止まるじゃないですか。あれでいいんですよ。規制委員会がきちんと基準

をつくってチェックをして。今までの安全委員会はなんだったんだっていうんですよ。結

局、自民党サイドのほうは原発再稼働を公約にいれるみたいですけど。 
 
ぼくはね、日本の技術力を信頼してますよ。だから多くの原発推進はね「技術力、技術力」

って言うんですけど、こういう高度なシステムは技術力プラス人間の組織の体質といいま

すか、体制がふたつ集まらないと高度な技術は扱えません。 
 
日本の技術は、あの、僕は原発の自己を乗り越えるだけの技術ってものは、もしかすると

それは十分、そういうものを生み出していく力はあるのかもわからないけれども、やっぱ

り日本の社会ってのは、組織の体質がダメですね。そういう非常に、リスクを管理するっ

てのは、日本の組織はやっぱり不向きな体質ですよ。 
 
ですからそれだけ技術が高まったとしてもね、その技術を扱うだけの組織力が日本社会に

はまだまだ根付いていないということで。もんじゅの問題もそうですよ。２００９年か何

かに新しい計画をつくっていろいろやっているのに、1 万点も検査を放置していたと、重要

部品が 55 か所ですか。安全のチェックを放置していたというのは言語道断でね、とてもじ

ゃないけど我が日本社会でそれだけのリスクあるシステムを扱える、そういう社会の体制

じゃないですね。 
 
だから規制委員会がしっかり厳格なチェックをしていけば、おのずとフェイドアウトして

行きますよ。そんな朝日、毎日のように「具体的工程表出せ」とか、感情的に「ゼロゼロ」

って言わなくてもしっかりガバナンスをきかせて、規制委員会がチェックをして電力自由

化をやっていけば、メカニズム的にね、原子力発電はフェイドアウトして行くと思います

ね。 
 
―― こういう状況で自民党が原発痩身、再稼働と言い出した事はそこは維新の？？？（聞

き取れず）。 
 
再稼働はね、規制委員会が安全のチェックをしっかりして、安全だと思われるものについ

ては、いまの日本のエネルギーの状況からすれば、再稼働を認めるものはあると思います

よ。 
 
それは再稼働推進を公約になんか掲げなくていいわけですよ。規制委員会でしっかりとチ

ェックするんだってことでいいわけです。規制委員会自体についても、政治的にきちんと

チェックをして、このあとぼくは安全基準についてちょっとレク受けますけどもね、そう



いうことを政治家がしっかり把握をして、いま規制委員会、まあ大飯原発についてはいろ

いろ批判を受けていますけど、もんじゅについては、ああいうかたちの判断を下し、いま

までの安全委員会ではできなかったことですよ。 
 
こういうことをしっかりやっていくことがね、僕は日本のエネルギー政策の進むべき道だ

と思いますね。観念的にいろいろなことをああだこうだ机の上で議論をしたってしょうが

ないわけでね。現実にある原発についてね、しっかり基準を設けて、適合性もうけてチェ

ックしていけばね、自ずとフェイドアウトしていってしまいますよ。 
 
これは日本国においてはね。他国においては、まだ原子力のほうがリーズナブルなことが

あるのかもわからないけれども、この、経済が成熟化して、誰も彼も費用が高コストなこ

の日本社会において、原子力発電がもう割にあわないことは明らかなことじゃないでしょ

うかね。 
 
 
 
退庁時ぶらさがり取材  
 
―― 風疹対策についてお伺いしたいのですけど、さきほど府の方から発表がありまして、

一般市民で予防接種を受ける人に、助成をしている自治体に対して、助成の半分をもちま

しょうって制度が今日からスタートということですけど、これは聞かれていますか？ 
 
いや、大阪市は助成対象外にするからと知事に言われてますけどね。まあぼくが知事時代

にやっていたサトウ補助（？）といいますか、大阪市内は別ということで、そこはちょっ

と勘弁してと言われていますから。まあ府の制度とは別に、府がそういうことをやるので

あれば、大阪市内だけやらないわけにもいきませんから。いま局で検討してもらっていま

す。 
 
―― 市長のお考えとしてはどういった制度を念頭に置かれていますか。 
 
いやそれは局が考えることなので。 
 
―― やっぱり若い子育て世代に対してすごく重視されていたと思うんですけども、今回、

予算額は、相当な額になっているんですけど。 
 
  



どのくらいになるんですかね？ 
 
―― えーっと、ちょっとばっと計算してみると、いろいろ条件をつけるやり方があるよ

うで、いわゆる妊娠している人とか、旦那さんとか、いろいろなやり方がみるみたいで。

計算してみないとあれなんですけど。 
 
通常の家庭では自らの家計費でやるのが原則ですからね。ですから予防接種とかそういう

ことで、経済的な理由で受けられないとかね、どうしてもその予防接種の費用を節約して

しまうところに助成を出すのは分かるんですけど、満遍なく一律にやるのはぼくは違うと

思いますけどね。出せる、自分たちで予防接種費用を出せる人たちには時分建ちでやって

もらうと。 
 
ということをやるべきだと思いますから、？？？（聞き取れず）の立場でやるとその区別

なく市町村一斉に半額助成になってしまうのではないでしょうかね。ちょっときちんと精

査したほうが良いと思いますよ。 
 
―― そうすると所得制限的なものもありえたりするのでしょうか。 
 
いやそこは局に考えてもらいます。案が出てきたときに判断します。 
 
―― 朝の慰安婦の件についてなんですが、以前、元慰安婦の方が市役所に来られた時に

お会いになられたことがあったと思うんですけど、5 月 25 日、26 日に公演があって、来日

される、それでまた市長に面会を申し込んでいるとうかがっているんですが、それはお会

いになるのでしょうか？ 
 
ええ、秘書部には調節するように指示しています。 
 
―― それは前向きに会えれば会いたいということですか？ 
 
ええ、そうですね。まぁ、すべて、先方の方にも、もう中で何をしゃべってるかわからな

いような状況にはせずに、フルオープンでお話うかがわせてもらえるんであればっていう

風に言ってますけどもね。 
 
ただ、先方が顔を出したくないとか、しゃべっている内容を聞かれたくないということで

あれば、そこのご意見はうかがわなきゃいけないですけど。ただ、僕に会うというのは一

定の政治的な主張をするためだと思いますから、それはフルオープンであればお会いさせ



ていただこうと思ってますけれども、そうでなければ、僕自身が市長としてお会いする意

味もあまりないと思いますんでね。僕の政治的な発言に対していろんな意見があるという

ことで、面会依頼があるという風に思ってますから、そうであればフルオープンの中でし

っかりとお互いに主張を出し合うというのは意味があるんじゃないでしょうかね。 
 
―― 以前から元慰安婦の方に対して優しいお言葉をかけていかなきゃいけないとおっし

ゃっていますが、具体的にはどんなお話を？ もしお会いになられたら……。 
 
それは今ここで言っても、仕方がありませんから。その時に、お会いした時に話をします。 
 
―― 優しい言葉をかけなきゃいけないとおっしゃっている一方で、今朝、各国の軍隊が

当時制度として（慰安婦を）持っていた事実があって、当時の状況を考えると必要だった

というような発言もあったと思いますが、今までにない踏み込んだ発言だったようにも感

じたんですが……。 
 
いや、そんなことなくて、ま、聞かれなかったから言わなかっただけで、当時の状況では

そういうことを活用していたのは事実ですから。当時の状況としては。ただ、それをよし

とするかどうかというのは別でね。意に反してそういう職業に就かなければならない。「意

に反して」ですよ。自らの意志でそういう職業に就いてる人も中にはいたでしょうしね。 
 
現代社会にだって風俗業というのはしっかり職業としてあるわけですから。自らの意志で

やった場合には、まぁ、それは自らの意志でしょうということになりますけど、意に反し

て、そうせざるをえなかったという人たちに対しては、これは配慮が必要だと思いますよ。 
 
 ―― 「意に反して」ということでも必要ではあったということでしょうか？ いい気は

しないけれども、状況からして必要であったということですか？ 
 
いや、意に反した、意に即したかということは別で、慰安婦制度っていうのは必要だった

ということですよ。意に反するかどうかに関わらず。軍を維持するとか軍の規律を維持す

るためには、そういうことが、その当時は必要だったんでしょうね。 
 
―― 今は違う？ 
 
今はそれは認められないでしょう。でも、慰安婦制度じゃなくても風俗業ってものは必要

だと思いますよ。それは。だから、僕は沖縄の海兵隊、普天間に行った時に司令官の方に、

もっと風俗業活用して欲しいって言ったんですよ。そしたら司令官はもう凍り付いたよう



に苦笑いになってしまって、「米軍ではオフリミッツだ」と「禁止」っていう風に言ってい

るっていうんですけどね、そんな建前みたいなこというからおかしくなるんですよと。 
 
法律の範囲内で認められている中でね、いわゆるそういう性的なエネルギーを、ある意味

合法的に解消できる場所ってのが日本にはあるわけですから。もっと真正面からそういう

ところ活用してもらわないと、海兵隊のあんな猛者のね、性的なエネルギーをきちんとコ

ントロールできないじゃないですかと。建前論じゃなくてもっとそういうとこ活用してく

ださいよと言ったんですけどね。それは行くなという風に通達を出しているし、もうこれ

以上この話はやめようっていうんで打ち切られましたけどね。だけど風俗業ありじゃない

ですか。これ認めているんですから、法律の範囲でね。 
 
―― 活用していないから事件が起こると？ 
 
いやいや、それは因果関係は別です。でももっと、だから、そういうのは堂々と……。そ

れは活用したから事件がおさまるという風な因果関係にあるようなものではないでしょう

けど、でも、そういうのを真正面から認めないと、建前論ばかりでやってたらダメですよ。

そりゃあ兵士なんてのは、日本の国民は一切そういうこと考えずに成長するもんですから、

あんま日本国民考えたことないでしょうが、自分の命を落とすかもわかんないような、そ

んな極限の状況まで追い込まれるような、仕事というか任務なわけで。それをやっぱり、

そういう面ではエネルギーはありあまっているわけですから、どっかで発散するとか、そ

ういうことはしっかり考えないといけないんじゃないですか。それは建前論で、そういう

ものも全部ダメですよ、ダメですよって言っていたら、そんな建前論ばっかりでは、人間

社会はまわりませんよ。 
 
 ―― 午前中の従軍慰安婦の下りで、世界各国の軍は当時、大戦時、持っていたと……。 
 
持っていたというより、活用していたと。 
 
―― 活用していたということで、それは具体的にどこの国が持っていたと？ 
 
いやいや、持っていたではなく、活用していた。それはアメリカ軍だって活用していたで

しょう。秦郁彦さんのあの本でも、詳細に書いてんじゃないですか。 
 
―― 軍がそういう制度を活用していたのは厳然たる事実で、それは当時のアメリカ軍を

指しての発言？ 
 



いや、朝鮮戦争の時もあったんじゃないですか？ 沖縄の占領時代だってそういう商売と

いうか、日本人が、日本人の女性が、そういうところに携わっていたのは事実じゃないで

すか。米軍の基地の周辺でね。だから、それは良いか悪いかは別で、そういうことがあっ

たのは間違いないわけです。 
 
だから、それは女性がね、意に反してそういうところで働かなきゃいけないとか、そうい

うところは考えなきゃいけないし、そうさせないように。それが戦争の悲劇の結果であれ

ば、それは戦争責任の一環として、そういう女性達に対して配慮していかなければいけな

いんでしょうけれど。ただ、そういう仕事があったというのは事実です。そこまでは否定

できません。 
 
全世界でそういうことはある意味、当然のように考えて、もっと言えば歴史を紐解いたら、

第二次世界大戦以前のね、野蛮な、まぁ、第二次世界大戦も野蛮ですけども、いろんな戦

争で勝った側が負けた側をレイプするだのなんだのなんていうのは、そんな事実は戦争に

つきまとってあるわけじゃないですか。それはもう具体的な国名は出しませんけども。き

ちんと事実を裏付けて出そうと思ったら出せますけども、第二次世界大戦の中でも日本の

軍以外でね、レイプだのなんだのってことがあったというのは事実として出てきているわ

けで。 
 
そういうのをやっぱりおさえていくっていうためには一定の慰安婦みたいな制度っていう

ものが必要だったということも厳然たる事実だと思いますよ。そんな中で、なぜ日本がね、

世界から非難されているのかっていうことをね、もっと日本国民は知っておかなければい

けないわけでね。慰安婦制度を全部否定するとか、正当化するってのは、それはダメなわ

けですよ。それは戦争の悲劇の中で生まれたものだから、それはね、慰安婦の方に対して

はしっかり配慮を持って接しなければいけないけれども。 
 
一番の問題点は、世界から日本がどこを非難されているかといったら、政府が拉致して暴

行脅迫で無理矢理そういう仕事に就けさせてね、レイプ国家だって言う風に言われている

わけですよ、日本は。そこは、世界の認識からするとね、慰安婦制度はあったかもわから

ないけれども、国をあげてレイプをしたなんて国は、それはないよね、っていうので、欧

米から批判をうけているわけで。そこは違いますよってことは言わないといけないんじゃ

ないですかね。 
 
ただ、日本の軍がね、または日本政府が国をあげてね、暴行脅迫拉致をしたという証拠が

出てくれば、それはやっぱり日本国として反省しなければいけないけれど、そういう証拠

がないって言う風に日本政府が閣議決定しているわけですからね。だから、今度、慰安婦



の方が大阪市役所に来られた時にね、暴行脅迫うけたのか、拉致されたのかね、そのあた

りについても、お話うかがわせてもらえるんだったら、うかがわせてもらいたいですけど

ね。 
 
本当にそうだってことであるんだったら、日本政府の方にその証言とってもらってですね、

なんだ拉致あるじゃないですかと、2007 年の閣議決定の時と違うじゃないですかっていう

話になってもこれは仕方ないと思いますしね。今は、いろんな論戦の中で、従軍慰安婦問

題を否定している人たちって言うのは、暴行脅迫や拉致は絶対になかったって言っている

わけですから、それはあるって話になれば、それは従軍慰安婦問題を真っ向から否定して

いる人たちは論拠がなくなるわけですしね。まぁ、だから、どういう状況で、どういう経

緯で慰安婦にならざるをえなかったのか、そういうお話をうかがわせてもらえるんであれ

ばお聞かせいただきたいという風に思ってますけども。 
 
―― 先程の沖縄の司令官に風俗関係のお話をされたというのはこれはキャンプシュアブ

の。 
 
普天間です。 
 
―― 普天間の司令官。 
 
ええ 
 
 


